
2019年4月、名古屋地裁岡崎支部でひとつの無罪判決が下され
ました。当時未成年だった女性が、実の父親から性的虐待を受
け続けてきたという事件に対するものです。
この判決には、広範な人々から疑問や違和感が提起されました。
本シンポジウムでは、この「性暴力事件」を多様な視点から検
討することにより、日本社会に潜む性差別の深層に迫りつつ
「学術に何ができるか」を考えます。

日時： 2019年10月20日（日）13:00～17:00 
（12:30 開場）

場所： 日本学術会議講堂（千代田線乃木坂駅出口5、徒歩1
分）

●参加費無料・申込不要
●プログラムは裏面をご覧ください。

主催：
日本学術会議

社会学委員会・ジェンダー研究分科会
社会学委員会・ジェンダー政策分科会
法学委員会・ジェンダー法分科会
史学委員会・歴史学とジェンダー
に関する分科会

問い合わせ先： tsuge@soc.meijigakuin.ac.jp
柘植あづみ
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